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令和 7 年度経営発達支援計画に係る外部評価 

中小企業診断士 

北川裕章 

 

令和 7 年度経営発達支援計画評価は、項目別では目標未達も散見されたが、全体的には

概ね目標を達成したと評価できる。特に、当計画の目標の一つである DX 化支援に対して、

Instagram を活用した『FUNFAN 大作戦』を企画し 30 者の参加を得たことは、最初の１歩

に躊躇しがちな会員事業者の背中を押すことができた。令和８年度も企画されているとの

ことであり、継続実施による事業者の啓蒙並びに成果の獲得が期待される。 

本計画は、景気動向や需要動向の調査情報の収集と発信、経営分析、事業計画作成支援と

支援するターゲットを絞り込み、最終的に売上や利益率としての成果の獲得を目指すもの

である。その点で、8.新たな需要の開拓に寄与する事業で売上額や売上増加率の把握が不十

分だったことは、令和８年度以降の修正が求められる。以下目標別の特記事項を記載する。 

3.地域の経済動向調査では、公表回数が目標であり概ね達成されているが、紙媒体での公表

であり HP への掲載を検討されたい。 

5.経営状況の分析事業者数は、事業計画策定事業者数を実績としているが、仮に SWOT 分

析だけであっても実績としてカウントすることを検討されたい。 

6.事業計画策定支援は全ての項目で目標を達成しており高く評価できる。 

7.事業計画策定後支援は対象事業者数と頻度は目標を上回ったが、成果となる売上及び営業

利益率増加事業者数は目標を下回った。 

8.新たな需要の開拓に関する事業においても売上額や売上増加率を把握する方法を検討さ

れたい。 

                                    以 上 





川根本町商工会経営発達支援計画事業評価講評 

 

 第３期計画は、令和７年度が計画初年度となるが、多くの数値目標を達成する

ことができている。 

 ただし、事業計画策定後の実施支援に関する目標である「売上増加事業者数」

や「営業利益率 1％以上増加事業者数」は目標数値を下回る結果となった。 

 しかし、一部目標を達成することができなかったものの、物価高騰に対する賃

上げが不十分な状況が続き、支出控えに伴う売上鈍化が示唆される中、幅広い支

援事業を展開されたことは非常に評価することができる。 

 また、新たな需要の開拓に寄与する事業に関する目標中、「川根本町産業文化

祭出店事業者売上額」や「新規 SNS活用支援事業者売上増加率」、「新規 EC利用

支援事業者売上増加率」の実績数値が把握できないものが確認された。 

 今後は、これら数値目標の実績数値の把握に努めていただきたい。 

 町では、商工業者の事業承継を喫緊の課題と捉えており、経営意欲の増進に向

けた取組みや、昨今のデジタル技術を積極的に活用した取組支援を展開し、経営

発達支援計画に掲げる目的を達成するよう適切な進捗管理を今後も期待する。 

 

 令和８年４月 21日 

 

川根本町産業振興課長 北村浩二 


